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露訳 『野草』の注釈 について
川 上 久 寿
くり
昨年(1971年)ソ連で新 らしい魯迅の小説集が出版された。この本の注
(2)
釈は大変よい。1954年出版の四巻本魯迅選集と1956年出版の一巻本魯迅選
(3)
集の注釈 はいずれ もヴェ ・ヴ ェ ・ペ トロフ教授の手になる ものであ ったが,
今度あ らたに出た本の注釈 も同 じくべ トロフ教授が執筆 している。本稿では
この1971年版 の 注釈の うちr野 草』のものをとりあげ,こ れを前二者 と比
較 してみることとする。それによってソ連における魯迅作品に対す る注釈が
高い程度にあって,中 国や 日本 にひけを と らぬ ことが判 明 しよう。 ペ トロフ
教授の注釈は他山の石とするにたるもので,ソ 連の魯迅研究の水準を しめ し
て い る 。
四巻本魯迅選集(以 下出版 された順序に より 《一》 と略す)と 一巻本魯
迅選集(以 下 《二》と略す)の 注釈は基本的には同 じで,た だ所 々字句を異
に している ぐらいなものであるが,《一》の誤 りを訂正 している個所 もある。
た と え ば,《 野 草 》 英 文 訳 本 序 の 最 初 に 見 え る 「薦Y・S・ 先 生 」 の 部 分 が
《一 》で は1]ocno」EnHΦ3Hyとな っ て い た の をPocnoAHHΦgHY・Sと 訂 正
して い る。 こ の 程 度 の ち が い で あ るか ら,ま ず 《一 》 の 注 釈 を み て 《二 》 は
省 くこととす る。 まず 《一》 の注釈 をみ よ う。
ωJlyCHHbnoBecTbHPacca3HH3ムaTe諏bcTBo《XYAo》KecTBeHHaflπHTepa-
Typa》1>bcKBa。1971.BcTynHT,cTaTb分几 ∂thllnHHCocTaBJIeHHeHo6maH
peAaK照 只ToMaH.T.Φe江opeHKo.
(2)Co6paHHecoqHHeHH銘BqeTblpexToMaxrIo双06皿 しpe江.B.C.KoJloKo一
訂oBa,K.M.CHMoHoBaHH.T.Φe丑opeHKo.[CocT.JI.双.no3AHeeBa,
BcTynnT,cTaTbHH.T.Φe双opeHKo.Peム.nepeBo双oBB.C.KonoKonoBn
B.H.PoroBコ.T.1-4.ML,rocnHTH3AaT,1954-1955.
(3)JlyCHHbll36paHHoe,rocyAapcTBeHHoeH3AaTenbcTBoxyAo)KecTBeHHo曲
rmTepaTypbl,M、ocKBa,1956,CocTaBneHHeHo6iuaHpe八aK照HH.T.Φe双o-
peHKo,BcTynHTenbHancTaTbHB.neTpoBa,
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『野草』r野 草』は1927年懲 の 『北新書局』か ら初版が 出た。
(この下線 の 個所 は 誤 りで 《二》 も同 じであ る。川上)r野 草』(『序』 を除
く)の テキス トは二十巻本魯迅 全集(1938年)の 第一巻に収め られ た。
この翻 訳は別個 に再版 されたテキ ス ト,つ ま り,r野 草』人民文学出版
社,北 京,1952年に よった。
『英訳 『野草』の序』 は 非常 にお も しろい。 これは1931年11月5日 に
魯迅が書いた もので,『二心集』(1932年)に収め られた。
(このあ とにr英 訳 『野草』の序』 が全訳 され ているが,こ こでは省 く。)
『魯迅 の小説集』(以下 《三》 と略す)を み ると次 の とお り。
散文詩集r野 草』 は1927年7月上海で初版が出た。
この書物を 正 しく理 解す るた めには,魯 迅が1931年11月5日 に 書 き
『二心集』(1932年)に収めた 『英訳 『野草』 の序』 が役立つ。
(以下に 『英訳 『野草』の序』 の 全訳が つづ くが 省 く。)下 線の ように
《一》の誤 りが訂正 され ている。
日本 の魯迅選集(岩 波書店),中 国の魯迅 全集(人 民文学 出版社)(以 下
《四 ウと略す)に は 以上に見た ような 『野草』 の注 はない。 日本の魯迅選集
(第一巻)に は 『野草』について』 とい う解説があ り,そ れには 次の よ うに
中国の全集に もロシヤの選集 に もみ えない記述があ る。 『一九二七年七月,
北新書局 か ら出版 された 散文詩集。 四六判,目 次 四ペ ージ,本 文 九四ペ ー
ジ,紙 装,表 紙は孫福 煕の淡彩画の二色刷 り。』 四六判以下 の 記述は この選
集以外 では 読む ことがで きない。 この版本 は ご く 少数 の人が 所蔵 してい る
か,或 いは限 られた図書館に しか所蔵 され ていないだ ろうか ら,わ れわれの
眼には容 易にふれない ものであ るだけ に,岩 波魯迅選 集の竹 内好先生の記述
はあ りがたい。
小序(題 辞)括 弧内は中国語の原交(以 下同 じ)
蒋介石が上海で反革命の裏切 りを行ってか ら二週間後の1927年4月26
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日に広東の白雲楼で書かれた,正 に国民党権力に よる残酷な政治テロとい う
環境のもとに おいてである。 『野草』には 反動にたいする 抵抗の 姿勢がみ
え,また偽装のうちに も必然的に勝利すべき革命思想が表現されている(『死
火』)。
以後の出版(1928年4月の第四版か らの もの)に なると 『題辞』は国民
党の検閲に より削除された。魯迅は1936年2月19日付の夏傳経あての手紙
にこう書 く。
r貴翰あ りがた く拝調いた しました。『竪琴』の序は政府の検閲で削 られ
ました。 『野草』の序 もおな じ運命をたどるものと思われます。 これについ
ては,こ れまで何回も書店 と話を したのですが,何 の役にもたちません。』
これに対 して,《三》の注釈 は次 の とお り。
1927年7月2日 『語 縣 』誌 上 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 へ の 訳 者 は ヴ ェ ・ヴ ェ・
ペ トロ フ(B .B.IleTpoB),四巻 本 魯 迅 選 集,第 一 巻,モ ス ク ワ,1954年。
1928年4月出版のr野 草』第四版では国民党の検閲のためr題 辞』が削
られている。そこに,偽 装された うちにも革命への共感,蒋 介石の反動的裏
切 り後の中国の社会秩序にたいす る批難,つ まり造反を見たか らである。そ
れ以来1941年に至るまで 『題辞』がのせ られることは 全 くなかった。 魯迅
は夏傳経あての手紙にこう書いている。
r豊琴』の序は政府の検閲によって削 られま した……r野草』の序 もおな
じ運命をたどるものと思われます。私はこれまで何回とな く書店 と話合いを
しま したが,序 は本 に入れ られ ませんで した ……』
以上の両者を比較すれば後者のほ うがより詳細,厳 密になっていること
がわかる し,中国語か らの翻訳 もよくなっている。下線を施 した個所を対照
していただきたい。夏傳経あて書簡中引用 した最後の部分(下 線の個所λは
中国語では 『我曾向書店説過幾次,終 子不補』である。参考のために記す。
r題辞』については 魯迅全集(人 民文学出版社)が くわ しい 注釈をつけては
(4) 人 丈 研 究 第44輯
いるが,そ れで もr1928年4月出版のr野 草』第四版では国民党の検閲のた
め 『題辞』が削 られている』 とい う 《三》や 《一》の ように年月や版 までの
記述はない。 すなわち,后 来被国民党政府書披検査机芙抽去,至1941年上
海魯迅全集出版社出版 《魯迅三十年集》吋才重新収入(后 日国民党政府の検
閲機関に削 られ,1941年上海の魯迅全集出版社が 《魯迅三十年集》を出版 し
たときは じめて新たに収め られた)と なっている。 ここに 『秋夜』以下二十
三篇の注を掲げる。
秋 の夜(秋 夜)《 一》
著 名な文芸学者王培 の 説 くところに よる と,こ の 散文詩は 魯迅が1942
年5月 か ら住 んでいた北京 の西三条胡同ニー 号の家の 内庭 を描いた ものだ と
'
い う(王 培著,魯 迅 と中国文学,平 明出版社,1953年,146頁)。 これ につ
いては 『狂劔社 』で魯迅 を知 っていた尚鑓 が 『わた くしの生涯 と学習』 とい
う追憶記で確認 している。
秋 の夜(秋 夜)《 三》
1924年12月1日,雑 誌r語 綜』 に初掲載。 ロシア語訳は エ リ ・ゼ ・エ
イ ドリンに よる。魯迅選 集,モ ス ク ワ,1945年。
この散文詩は北京西三条胡 同ニー号の家の内庭 の叙述であ る。魯迅 は こ
の家に1924年の5月 か ら1926年8月まで住 い した。1956年 ここは 魯迅 記
念博物 館 と して公開 され,魯 迅が讃 えで もす る ように書 いた伐 り倒 された譲
の代 りには他 の癩 の樹が植 え られた。'
影 の告別(影 的告別)《 一》
これ とこれにつづ く一一連の散文詩には魯迅思想の内的矛盾が反映され,
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かれの探求 と沈思の世界が ひ らかれ てい る。 当時のかれ の気持 と しては戦 い
の隊伍 に入 ろ うと決めてはいなが らも,ま だ革命的 な勢力に合流 してはいな
か った。そ の ころの魯迅 の立場 を特徴づけて,中 国の有名 な批評家薦雪峯 は
い う。
『……いっぽ うで,か れ(魯 迅 ヴェ ・ヴ ェ ・ペ トロフ)は 古 い思想
や気分をい くらか もっていたが,他 面 なお 自分の矛盾 した気分 をつ よ く反 映
していた。かれが 自己分析を して,若 干 の旧思想 ∫と りわけ個人主義に もと
つ いた 旧思想 を 否定 してい ることは 特には っき り 見ることが で きる(薦 雪
,峯,回憶魯迅,人 民文学 出版社,北 京,1953年,20頁)。
魯迅 自身は蔵 軍あて1934年10月9日 付書簡 に書 いている。
『わた くしの本 『野草』は 技巧か らいえば 決 してまず くはない と思われ
ます。 しか し心情的には頗 る意気消沈 してお ります。 とい うのは,お びた だ
しい困難 に出 くわ した後に書 いた ものだか らです。 あなたがたが こうい う頽
廃的気分 の影響 か らぬけ出す こ とを望み ます』。
影 の告別(影 的告別)《 三》
1924年12月8日 『語綜』 に初掲載。 ロシア語訳者 は ヴ ェ ・ヴェ ・ペ ト
ロフ,魯 迅選集(四 巻本),モ ス クワ,1954年の第一巻に 収め られ てい る。
これ とその後につづ く一連 の散文詩 には魯迅 が多 くの旧思想を断乎 と し
て否定 し,空 虚,う るわ しい幻想 と暗黒に抗 して立ち上 り,批 判的に過 去を
再評価 し,新 思想を探索 しつつ あ った 自己を肯定 しようと した時代の魯迅 の
探 求 と沈思 の複雑で矛盾 している不安定 な世界が ひ らかれてい る。 だが,ま
だ孤独 の気分に完全に打ち勝 っては お らず,か れを苦めていた疑惑 と矛盾を
徹 底 して解 明で きなか った。
1934年10月9日付瀟軍あて書簡に魯迅は書 いてい る。
『わた くしの本 『野草』 は技巧 の点か らみれば 決 して拙 い とは 思 えませ
ん。 だが,こ れにはあ ま りに も多 くペ シ ミズムが あ ります。 それ とい うの も
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多 くの困難にぶっつか った後に書いた ものだか らです。あなたがこの気分に
圧倒 されないように』。
乞食(求 乞者)《 一》
な し。
乞食(求 乞者)《 三》
1924年12月8日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア語 訳 者 は エ リ ・ゼ ・エ イ ド
リン,魯 迅 選 集,モ ス ク ワ,1945年。
わが失恋(我 的 失恋)《 一》
な し。
わが失恋(我 的失恋)《 三》
この詩は1924年12月8日 『語綜』初掲載。 ロシア語訳者 は ウラジ ミー
ル ・ロゴフ,魯 迅選集(四 巻本),モ ス クワ,1954年。
魯迅 が これ を書 いたのは,そ の言に よると,『 当時流行 の恋愛詩を冷や
かそ うと した』 ものである。 『アーア』 とか 『われわが身をほろぼ さん』な
どに類 した失恋詩 の隆盛 さに,そ れを嘲笑すべ く詩 の最後をばわざ とrい や
しか し,ど うにで も しろい』で終 らせた。 『わが失恋』 は形式上 は詩人で学
者 の張衡(78-139)の四愁詩を もじった ものだが,内 容か らいえば唐 の詩人
張打 油の駄酒落 の詩,パ ロデ ィーであ る。張打油 はそ の詩の中で詩句 の間の
論理的関係をぶち こわ した のみな らず 意表 をつ くコン トラス トで滑稽 の効果
をか も し出 した。
復讐(夏 仇1)
な し。
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《一 》
復讐(隻 仇1)《 三》
1924年12月29日 『語 縣 』 に 初 掲 載 。
トロ フ,魯 迅 選 集,1956年 。
分 長 さ の 単 位 で3.3㎜ 。
復 讐(夏 仇2)《 一 》
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ロ シ ア 語 訳 者 は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ぺ
な し。
復讐(夏 仇2)《 三》
1924年12月29日『語綜』 に 初掲載。 ロシア語訳者 は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ
トロフ,魯 迅選 集,1956年。
キ リス トの礫 の場面 は中国語訳 『新約聖書』 の 『マタイ伝 第二七章』 と
rマル コ伝第一五章』 に よってい る。
希望(希 望)《 一》
ペ チ ヱ フ ィー ・シ ャ ン ドル(1823-1849)はハ ン ガ リ ィ革 命 の 偉 大 な歌
い 手 で,魯 迅 の 愛 好 す る詩 人 の ひ と り。 魯 迅 は そ の 評 論 で しば しば ペ チ ェ フ
ィー の 作 品 に ふ れ て い る。 『野 草 』 と 同 時 に1925年1月 に は 『語 綜 』 に 魯 迅
訳 の ペ チ ェ フ ィー の 詩 が 六 編 の っ た 。
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希 望(希 望)《 三 》
1925年1月19日 『語綜』 に初掲載。 ロシア語訳者は ヴ=・ ヴェ ・ペ ト,
ロフ,魯 迅選集(四 巻本),モ ス クワ,1954年,第一巻所 収。
シャン ドル ・ペチ ェフ ィーは魯迅 の最 も愛好す る詩人 のひ とりで,こ の
ひ との作 品につ いては 自分の評論 中で何回 とな くふれ ている。かれはペチ ェ
フ ィ 一ーの詩 を 中 国に 宣伝 しよ うと 尽 力 した。 同時に 『希望』 とともに1925
年1月 『語綜』に魯迅訳のペ チ ェフ ィーの詩が五編 の った。
雪(雪)《 一 》
江南 南中国の こと,江 は揚子江の意。
雪(雪)《 三 》
1925年1月26日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 訳 者 は テ ・サ モ イ ロ フ,
r東洋 文 芸 作 品 集 』,第 一 巻,モ ス ク ワ,1947年 。 ヴ=・ ヴ ェ ・ペ トロ フ,
魯 迅 選 集(四 巻 本),モ ス ク ワ,1954年,第 一 巻 所 収 。
江 南 楊 子 江 の 南 方 地 域,つ ま り南 中 国 。
磐(llllHh)打楽 器 に 属 す る 古 代 楽 器 名 。
凧(風 箏)《 一 》
た こ
な し。
凧(風 箏)《 三》
た こ
1925年2月2日r語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 訳 者 は エ リ ・ゼ ・エ イ ド
リン,魯 迅 選 集,
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モ ス ク ワ,1945年。
(9)
すば らしい物語(好 的故事)《 一》
r初学記』唐(7世 紀)の 学者徐堅が 皇帝の命によって 編纂 した文集。
● ● ● ● ●
これは中国で 『類書』に属する録初の百科全書のひとつである。
すば らしい物語(好 的故事)《 三》
1925年2月9日 『語懸』 に 初掲載。 ロシア語訳者は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
ロフ,『 こよな く素晴 らしか りし時』 と訳す,魯 迅選集(四 巻本),モ ス ク
ワ,1954年,第一巻所収。
『学習の初歩』(『初学記』),題 目別に選 別 し配列 され た 各種の テキス ト
● ● ● ● ● ● ●o● ● ■ ●
を系統的に集めたもので,中 国最初の百科全書のひとつ。 この百科全書は皇
帝の命によって 徐堅(659-729)をは じめとする 多 くの学者によって編纂 さ
れた。
山陰道,紹 興(漸 江省)か ら南西へ通 じる道,そ こは絵のように風光明
●o●
媚なため全中国に有名。山陰は紹興の昔の呼び名。
旅 人(過 客)《 一》
な し。
旅人(過 客)《 三》
1925年3月9日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。
ロ フ,魯 迅 選 集,モ ス ク ワ,1956年。
ロ シ ア語 訳 者 は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
(10)
死 火(死 火)《 一 》
な し。
死火(死 火)《 三》
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1925年5月4日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 訳 者 は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
ロ フ,魯 迅 選 集(四 巻 本),モ ス ク ワ,1954年,第 一 巻 所 収 。
犬 の反駁(狗 的駁詰)《 一》
な し。
犬 の反駁(狗 的駁詰)《 三》
1925年5月4日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 訳 者 は ア ・ア シ ュ ト ゥー
キ ン,『 犬 と の 対 話 』 と訳 す 。 『魯 迅188H936』,モ ス ク ワ,レ ニ ソ グ ラ ー
ド,1938年。 エ リ ・ゼ ・エ イ ドリン 訳,魯 迅 選 集,モ ス ク ワ,1945年,所
収 。
失われた地獄(失 捧的好地獄)《 一》
剣樹 地獄で罪人が うける責苦の道具。
阿労 地獄に住む悪魔のひとつで,頭 は牛,手 は人間,足 に蹄がある。
● ●
山を動かせるほどの力がある。
うるわ しか りし失われた地獄(失 掠的好地獄)《 三》
露訳 『野草』の注釈について(川上)(11)
1925年6月22日r語 綜』 に初掲載。 ロシア語訳者は ヴ=・ ヴ ェ ・ペ ト
ロフ,『失 われた地獄』 と訳す,魯 迅選 集(四 巻本),モ ス クワ,1954年,第
一巻所 収。
剣 樹 地獄で罪人が うけ る責苦 の道具。
● ●
阿労 地獄に住む悪 魔の一一種で,頭 は牛,蹄 が あるが,手 は人間。阿労
は山を動 かせ るほ ど力がつ よい。
墓碑銘(墓 隅文)《 一》
な し。
墓碑銘(墓 隅文)《 三》
1925年6月22日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア語 訳 者 は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
ロ フ,魯 迅 選 集(四 巻 本),モ ス ク ワ,1954年,第 一 巻 所 収 。
滅びの予感の戦標(頽 敗線的頗動)《 一》
な し。
滅びの予感の戦懐(頽 敗線的顛動)《 三》
1925年7月13日 『語 縣 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 訳 者 は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
ロ フ,『 滅 び の 道 へ の 戦 標 』 と 訳 す,魯 迅 選 集(四 巻 本),モ ス ク ワ,1954
年,第 一 巻 所 収 。
判断(立 論)《 一》
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原文の 『満月』に相当する個所の注,「中国の習慣では 生後一ヵ月の赤
子をお客さまの前へ抱いて来て見せ,そ の将来を うらなってもらう。」
判断(立 論)《 三》
1925年7月13日 『語綜』 に初掲載。 ロシア語訳者 は エ リ ・ゼ ・エイ ド
リソ,魯 迅選 集,モ ス クワ,1945年。
r生れ て一 ヵ月 目にその子 をお客 さまの前 へつれ て来 る』 民 間の習慣で
は,生 れて一 ヵ月 目にその将来 を うらなって くれ るお客 さまの前 へつれて来
て見せ る。
死 後(死 後)《 一》
な し。
死 後(死 後)《 三》
1925年7月20日 『語 縣』 に初掲載 。 ロシア語訳者は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
ロフ,魯 迅選集(四 巻本),モ ス クワ,1954年,第一巻所 収。
明版 明(1368-1644)の時代に 出版 された もの。
公羊傳 中国で広 く知 られ てい る 『春秋』 の注釈で,公 羊高(紀 元前5
● ● ●
世紀)の 書いた もの。
嘉靖 明の世宗皇帝(1522-1566)治世 の年号。
■o
この ような戦士(速 祥的哉士)《 一》
な し。
露訳 『野草』の注釈について(川上)
この ような戦士(迭 祥的哉士)《 三》
(13)
1925年12月21日 『語 綜 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア語 訳 考 は ヴ ェ ・ヴ ェ 。ペ
トロフ,魯 迅選集(四 巻本),モ スクワ,1954年,第一巻所収。
緑営兵1644年 か ら1911年まで中国を支配 した清の時代 『八旗』 とい
う主 と して満洲人に より編成 された軍隊 と異 り,漢 人か らな る軍隊だ ったの
で この名が ある。
東 方文 明 保守主義者はr東 方文明』 の擁護を唱え ることに よって,新
らしい 民 主主義文化 とたたか うた めに このス ローガンを 巧みに 利用 した。
『東方文明』 の擁護 とい うことは,か れ らに とって古代に もどる ことで あ り,
また封建文化 の支配 を復活す る ことにほか な らなか った。
護心鏡 清の兵隊 は悪魔や弾丸 よけ と して これを胸 につけ ていた。
賢 人 と馬鹿 と奴隷(聴 明人和優子和奴才)《 一》 ・
銀耳 木 くらげ,食 用 きのこの一種で珍味 とされ,ま た薬用にも供せ ら
● ●
れ る 。
賢人と馬鹿 と奴隷(聡 明人和儂子和奴才)《 三》
1926年1月4日 『語 緕 』 に 初 掲 載 。 ロ シ ア 語 訳 者 は マ ル デ ル,『 東 洋 文
芸 作 品 集 』 第 一 巻,モ ス ク ワ,1947年 。 ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ トロ フ訳,魯 迅 選
集(四 巻 本),モ ス ク ワ,1954年。
銀 耳 木 く らげ,中 国 料 理 の 珍 味 の ひ とつ で 薬 用 に も供 せ られ る 。
枯 れ 葉(騰 叶)《 一一》
『雁門集』 詩 と散文を集めたもの。著者は元の有名な詩人薩都刺(1308
(14)人 研 文 究 第44輯
年死亡)《中国文学家列○,楊 陰深編 著に よる と(1308-?)とな っている一
川上》,蒙古系 のひ とで漢語で書 いた。 国境 の関所 た る雁 門関に生れたので,
おのが詩文集にその名 を とった。
枯れ葉(臆 叶)《 三》
1926年1月4日 『語紡』 に 初掲載。 ロシア語訳者は ヴ ェ ・ヴ ェ ・ペ ト
ロフ,魯 迅選集(四 巻本),モ ス クワ,1954年,第一巻所 収。
『雁門集』 元 の有名な詩人 薩都刺(14世紀)の 詩集。漢語で書いた蒙古
● ■o● ■
系のひとで一時雁門関に住んでいたことがある。
淡き血痕のなかに(淡 淡的血痕中)《 一》
北京の三 ・一八事件(1926年)の後に書かれた。この日,大 沽 口におけ
る日本の軍事裁判の開始,中 国主権の侵害,軍 閥の売国政策に反対する大衆
の愛国的なデモが行なわれた。段棋瑞政府は身に寸鉄なき大衆にむけて発砲
した。三百人余 りが殺 されたその中には多 くの学生がお り,魯迅の弟子 もい
た。魯迅は この散文詩のほかに も三 ・一八事件のため雑感を何篇か書いてい
る(『劉和珍を記念 して』『花なきバラ』『惨めさと可笑 しさ』『死地』)。反革
命暴力による犠牲者を悼みなが ら,魯迅は軍閥の裏切 り政策を憤 りをこめて
暴露 した。
淡 き血痕のなかに(淡 淡的血痕中)《 三〉
1926年4月19日 『語 綜』に初掲載。 ロシア語訳者は ヴ ェ ・ヴ ー=・ペ ト
ロフ,魯 迅選集(四 巻本),モ ス クワ,1954年,第一巻所収。
三 ・一八事件(1926年)に感 じて書いた ものである。それは 日本帝 国主
義 の厚顔無恥 な侵略,中 国主権 の侵害,段 棋瑞政府 の売国政策に反対す る大
衆 の愛 国的なデ モが北京で行 なわれた事件 であ る。 デモが天安 門か ら段棋瑞
露訳 『野草』の注釈について(川上) (15)
の邸宅へ向ったとき,警 備隊が身に寸鉄もおびぬ群衆に発砲 した うえ,銃 剣
と軍刀も使用 した。その結果二百名が死傷 した。死傷者のなかには魯迅の弟
子の北京女子師範大学の学生もいた。 この散文詩のほかに魯迅は三 ・一八事
件のため 何篇かの 評論(『劉和珍を記念 して』『花なきパ ラ』r惨めさと可笑
しさ』r死地』)を書いた。反革命暴力による犠牲者を悼みなが ら,魯迅は軍
閥の裏切 り政策を憤 りをこめて暴露 した。
め ざ め(一 覚)《 一 う
漏玉祥の軍隊が 日本の尻押 しを うける張作縣と呉侃孚の連合軍のため北
京を追われ るとい う軍閥戦争時代の1926年4月に書かれた。
天下 つ まり中国の こと。
北京大学 中国の最高学府のひ とつ(1898年創立)で,中 国新文化運動
の中心。その歴史は中国人民の革命斗争 とのむすびつ きが極めてつよい。魯
迅は1920年か ら1926年にわたって北京大学で文学の講義を した。かれは進
歩的学生の要求を積極的に支持 し,章士釧みたいな反動的学者文人 とは断乎
としてたたかった。rわが北京大学観』(『我観北大』)(1925年12月13日)
に魯迅は書いている。
r第一に,北京大学は進歩的な運動の前衛であ り,中国の安居楽業を望む
人びとの前進すべき道を指 し示 した。数多い暗矢がそれに命中 し畑 こせ よ,
多 くのデマが流 され ようとも,年 年歳歳教授,学 生は人を変えてゆ くに して
も,新 らしきものを志向す るその精神だけはつねに生 きつづけている……
第二に,北 京大学は暗黒勢力とたえず戦っている……』
『浅草』1924年に上海で同名の 文学 グループが 出 した雑誌。 これに加
っていた主なひ とは,陳 翔鶴,嬬 護,高 世華,韓 君格などの作家,詩 人の鴻
至であった。雑誌の基本的なスローガンと方向は 『芸術のための芸術』であ
った。
r沈鐘』1925年10月北京でr浅 草』をこの名で続刊 した。 この雑誌に
● ● ● ■
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参加 した人びとは大体において前のとお りで傾向 も変 りなか った。雑誌に加
った人びとは西洋の作家(ワ イル ド,ボー ドレール,ギ ッシソグ)に 関心を
いだいた。 魯迅は 『中国新文学大系小説二集』(1935年3月2日)でこの雑
誌の傾向を特徴づけてこうい う。
『1924年上海にあ らわれた 『浅草社』は紛れ もな くr芸術のための芸術i
の文学者の団体だった。そ うして出版された季刊は毎度その力をあきらかに
した。 外には外国の 精神的食糧を とりいれ,内 では 自己の 魂をあば きだ し
た。 この世を じっと見凝め,悲 しみ多い人びとに真実の うるわ しい歌をきか
せ るために心の眼と舌を しめ したかったのである。翌 る年,文 学団体の中心
は北京に移 り,参 加者の一部は去って,r浅 草』季刊は週刊のr沈 鐘』にな
って しまった……
しか し,当 時めざめた 知識人,青 年の気分は概ね 熱烈なものがあった
が,ま た悲 しい ものでもあった。も しかれ らが光明を求めたとすれば,か れ
らの周囲の暗黒をもっとはっき り見ただろ う』。
めざめ(一 覚)《 三》
1926年4月19日『語綜』に初掲載。 ロシア語訳者は ヴェ ・ヴx・ ペ ト
ロフ,魯 迅選集(四 巻本),モスクワ,1954年,第一巻所収。
1926年4月に 直隷軍閥の漏玉祥軍 と奉天軍閥の 張作霧 と李景林の軍隊
との戦争の時に奉天軍の飛行機が何回か北京を急襲 して爆弾をおと した。
北京大学 中国で最も古い大学のひとつ(1898年創立)で,中 国新文化
運動の中心。その歴史は中国人民の革命斗争と固 くむすびついている。魯迅
は1920年か ら1926年にかけて中国文学史を講 じた。かれは進歩的学生の要
求を積極的に支持 し,章士釧のような反動的学者,文 人 とは断乎と してたた
かった。
r浅草』1924年に同名の文学団体が 上海で出 した雑誌。 これに加盟 し
● ● ●o
た若い文学者は陳翔鶴,陳 嬬護,韓 君格,林 如稜,薦 至である。雑誌の発行
露訳 『野草』の注釈について(川上) (17)
は不定期で,四 号を出 したにとどまり1925年2月『浅草』は廃刊になった。
魯迅が述べたr無 名の青年』 とは明かに陳嬬護のことで,当 時かれは北京大
学の英語英文学部に学びなが ら自ら進んで魯迅の中国小説史の講義に出席 し
ていた。陳嬬護が 『浅草』社の出版物をずっと魯迅にお くっていたことは明
らかである。
『沈鐘』 同名の 文学グループの 機関誌 として1925年10月か ら12月ま
■ ● ● ●
で北 京で 出た週刊の文学雑誌。そ の中核 とな ったのはそれ まで 『浅草』か ら
閉め出 されていて 再 び加 った 若 い文学者だ った。1926年8月 に 『沈鐘』は
再 刊 され たが,そ れは もう二週 間お きに出 る もの とな り1927年1月まで発
行 され,1932年か ら1934年の うちに再度発行 された。 この雑誌 の同人は ヨ
ー ロッパの作家(ワ イル ド,ボ ー ドレール,ギ ッシング)に 傾倒 していたか
ら,ハ ウプ トマンの戯 曲のひ とつ を 自分たちの文学 団体 と雑誌の名に した の
も頷 かれ る ことで偶然 ではない。 『中国新文学大系 小説二集』 の序で,魯 迅
魯迅 は この雑誌の 傾 向を特 徴づけ,『 芸術のための芸術』 とr自 己表示』 の
立場 にたつ出版物で はあ るが,rこ の世を じっと見凝め』,『悲 しみ多い人 び
とに真実 の うるわ しい歌を聞かせ よ う』 と書いた。
トルス トイは一篇 の小説を書 いた 『ハ ゲー ・ムラー ト』 の こと。
以 上 に よ っ て 見 る と,《 一 》 で は 次 の 十 二 篇 つ ま り,『 乞 食 』,rわ が 失
恋 』,r復讐1』,『 復 讐2』,r凧 』,r旅 人 』,r死 火 』,r犬 の 反 駁 』,r墓 碑 銘 』,
ロ た こ
r滅びの予感の戦櫟 』,r死後』,rこの よ うな戦士』 には 注釈 がない。 それが
《三》にな ると注釈 のない ものは ひ とつ もな くな っている。 参考 のため 『魯
迅全集』(人民 文学出版社)を み る と,注 釈 のないのは,『影的告別』,『求乞
者 』,『雪 』,r風箏』,r過客』,『死 火』,『狗的駁 詰』,r墓隅文』,『立論』,『聡
明人和 儂子和奴才』 の十篇であ り,《三》 と共通す るものはr乞 食』,『凧』,
r旅人』,r死火』,r犬の反駁』,r墓碑銘』 の 六編であ る。 この よ うに 《三》
は従来の魯迅全集,魯 迅選集で 中国,日 本,ソ 連 を とわず,少 な くとも 『野
草』 にかんす るか ぎ り(そ の他 の作 品について もいえるか と思 うが)各 篇 の
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すべてに注釈 を付 してい る点 だけで も劃期で ある。 さ らにその内容 につ いて
いえば これ また進歩の さまが伺 われ る。 日本の迅魯選集(岩 波書店,青 木書
店)な どには注釈がない し,中 国の魯迅全集(人 民文学出版社)は 前 に見た
とお り 注釈 のない ものが 十篇 もあ るだけで はな く,注 釈 の 厳 密周到 さで も
《三》に比 しやや遜色があ るか らその点をみ てみ よ う。
r魯迅全集』(人民文学 出版社)のr野 草』 のr題 辞』 の 注釈では,r本
書所収散文詩23篇,最 初都曾陸績 表表干1924年12月至1926年1月 的 《語
紐》週刊第3,7期(1924年12月)第10,11期(1925年1月)第12,13期
(1925年2月)第17期(1925年3月)第25期(1925年5月)第32期(1925
年6月)第35,36期(1925年7月)第58期(1925年12月)第60期(1926
年1月)上 。』 とあるが,《三》では,r秋 の夜』が1924年12月1日,r影 の
告 別』1924年12月8日,『乞食』1924年12月8日,『わが失恋』1924年12
月8日,『 復讐1』1924年12月29日,『 復讐2』1924年12月24日,『 希
望』1925年1月19日,『雪』1925年1月26日,『凧』1925年2月2日,『す
たこ
ば らしい物語』1925年2月9日,『 旅人』1925年3月9日,『 死火』1925年
5月4日,『 犬 の反駁』1925年5月4日,『 うるわ しか りし失 われた地獄』
1925年6月22日,『墓 碑銘』1925年6月22日,『 滅 びの予感 の戦標』1925
年7月13日,『 判 断』1925年7月13日,『 死 後』1925月7月20日,『 この
よ うな戦士』1925年12月21日,『賢人 と馬鹿 と奴隷』1926月1月4日,『枯
れ葉』1926月1月4日,『 淡 き血痕 のなかに』1926年4月19日,『め ざめ』
1926年4月19日とな ってい る。 以上 の よ うに 『語示糸』 にの った年 月 日まで
詳 しく記 しているか ら資料 不足の者 に とって誠にあ りがたい ことであ る。 中
国の魯迅全集 の注釈 よ りも進んでい るとい う所 以であ る。
『迅魯全集』(人民文学出版社)の 『秋夜』 の注釈 は全 く素気 な く 《三》
の ような記述 はない。魯迅 の時代を躯を もって知 っている人 びとが少な くな
った現在では(こ の全集編集の時の50年 代 も含 めて)《三 》程度の注はほ し
か った,中 国人 と しては注を施す だけの こともな く自明の ことだったに して
も。 く三 ウに 『伐 り倒 され た齋』 とあ るが,こ れにつ いては 『后来堵外郷家
露訳 『野草』の注釈について(川上) (19)
的丙株齋樹都死捧 了。1956年,博 物館按照原来 的位置朴神 了函標』(魯迅博
物館,北 京魯迅博物館編,文 物 出版社,1959年,1頁)(後 に塀 の外にあ っ
た二本の覆の樹は 枯れて しまった。1956年博物館 は もとの場所 に代 りの二
本を植 えた)と あ るか ら枯れた ので伐 り倒 され た とみえ る。
rわが失恋』 これが擬古的な詩であ ることを東漢 の張衡 をあげ て説 明 し
てい ることは 《三》《四》 ともに軌を一にす るが,《三》は張打油 とい う唐 の
詩人 まであげて,そ れ もわれわれが聞いた こともない ような人 の詩 の影響或
いは類 似性をあげて いるあた り大 した ものであ る。
『復讐』 につ いては特に と りあげる こともない。
『希望』 に関す る 《一》の記述 の誤 りは 《三》で訂正 され てい る(下 線 の
部分)。また 《四》 にはこ うい う記述があ る,r他 曾参加1848-49年的反抗奥
地 利圧迫的故争;迭 次哉争,由 於沙皇俄 国齋助奥 国,何 牙利遭受 了失敗;蓑
多非就 在迭一次哉争中陣亡』(か れは1848から1849へかけての オース トリ
アの圧迫 にたいす る抵抗の戦争 に加わ った。 ツ ァーの ロシアがオ ース トリア
を援助 したた め,ハ ンガ リーの抵抗は失敗の憂 き 目にあい,ペ トフ ィーは こ
の戦争で戦死 した。)お も しろい ことに これ に類す る記述は 《一一》《二》《三》
を通 じて欠けてい る。 この点で は ぐ四》のほ うが たち勝 る。
『好的故事』e四》には 《三 》にない よ うな 『伽藍』 とかr一 丈紅』の注
があ るだけで格別 と りあげ る こともない。
r失捧的好地獄』r剣樹』 につ いての 《三 ウの注釈 は誤 りになろ う。《四》
で はr佛 教傳 説:在"剣 樹地獄"里,刀 剣密集,好 像樹林,称)勺"剣 樹"』
(仏教の言い伝 えに よると,剣 樹地獄 には まるで 林の よ うに 刀剣が密集 して
い るので この名があ る)と あ って,『 地獄で罪人が うけ る 責苦 の道具』では
ない。
『頽敗線的 頂幼』《四ウには 『瓦松』 とい う植物 の説明が あるが,《三》で
はない。
『死后』・四》にはr牙 爾醗』 とい うよ うなむずか しい宇や 言葉に 『牙 歯
酸軟的一神感 覚』(歯 の痛む よ うな感覚)と 注 してあ るほか,線 装書につい
(20) 人 文 研 究 第44輯
ての注が あるが,《三》では西洋人 にはわか らないよ うな 『明版』『公羊伝』
な どの注が あ る。
『迭祥的哉士』 《三》《四》 ともr緑 営兵』 と 『東方文 明』 について同 じ
ような注釈 をつけ てい るだけで,と りたて る こともない。
『臓叶』 《四》が 『《雁門集》,詩集,元 朝薩都刺(天 錫)著 』 とあ るだけ
なのに,《三》 は もっ と詳 しい。
r淡淡的血痕 中』 《四》がr参 看 《華蓋集績 編》中 《無花的薔薇之二》』,
『死地』,『《記念劉和珍君》等 篇』 とあ るの よりくわ しい。
『一覚』 『浅草』 と 『沈鐘』 にかん しては 《三》のほ うが 《四か よ りも
綿密 詳細で あ る。
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